
No.43 沖縄県・東村（デジタル⼈材と多様な連携）

【⽬的】
地域デジタル化による住⺠の利便性向上、地域資源を活⽤した地域経済循環⽀援、庁内外ＤＸ⽀援などにより地域独⾃の魅⼒

や価値の向上に取り組む。

【内容】
・地域デジタル化に関する助⾔、サポート
・沖縄国際⼤学との包括連携の締結
・庁内ＤＸ推進への助⾔

【成果（⾒込み）】
→公共施設（各公⺠館やキャンプ施設）に設置された公共Wi-Fiの活⽤について、
現地での利⽤⽀援の実施。
→沖縄国際⼤学と東村との相互の活性化に寄与するため包括連携協定の締結を実現した。
その第１弾の取組として、ものづくりIoT体験教室において沖国⼤学⽣と東村児童⽣徒(8名)
がプログラミングによるロボットを動かす体験を教育委員会等と企画、実施した。
→庁内ＤＸ推進員設置の提⾔により、各課１⼈のＤＸ推進員が設置され、⽉１回の勉強会で
ＩＴリテラシーやセキュリティ、AI活⽤による働き⽅改善、ＤＸについてアドバイザーとして
助⾔し、理解を深められたことにより庁内ＤＸ推進の機運醸成が図られた。また、住⺠利便性
向上に向けたデジタル実装の検討段階において、助⾔を⾏った。
→ほかにも、庁内外問わず、デジタル化や事業実施の計画進⾏などの相談に対し助⾔を⾏った。
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